
まずは、地域の農協等金融機関、普及指導員、畜産協会、自治体にご相談を!!

畜産経営における借入金のうち、毎年

の返済金額の不足分を限度額として、

長期・低利で借換を行うことができる

制度資金です。

長期・低利の借換資金と経営改善指導を組み合わ

せることで、効果的な経営改善を図る制度資金です

畜産リノベ資金

早期の借入で

経営再建に成功!

償還期限
酪農・肉用牛 : 25年以内（うち据置期間5年以内）

養豚 :  15年以内（うち据置期間5年以内）

貸付金利 2.50% （令和８年３月18日現在）
最新の金利は、金融機関にご照会ください。

毎年の返済・金利負担を軽減し、資金繰りに余裕ができます!01
ポイント

地域の専門家が一体的に経営改善をサポートします!02
ポイント

借入金の借換に加え、個々の経営の

課題に対し、畜産協会、金融機関、JA

営農指導員、普及指導員、家畜保健衛

生所、農業共済獣医師、行政機関から

なる支援協議会が一体的に経営改善

をサポートし、効果的な経営改善に取

り組むことができます。

本資金を活用した経営体の多くは経営を継続しており、

優良経営体として表彰を受けた経営体も出ています。

この資金を活用後、地域の優良経営体となった事例も！03
ポイント

設備の老朽化
資材高騰

（公社）中央畜産会 令和５年度全国優良畜産経営管理技術発表会

【優秀賞・農林水産省畜産局長賞】

北海道 有限会社福田農場

 『経営中止の危機からの逆転―土づくりが生む絶品「美蘭牛福姫」―』

資料PDF： https://jlia.lin.gr.jp/business/superior/23prize/05_r5_fukuda.pdf

受賞者の

資料はこちら

支援協議会

普及指導員、行政機関、金融機関、畜産協会、獣医師、JA営農指導員 など

個々の経営課題をサポート

畜産リノベ資金はこんな資金です

（旧 畜特資金）



よくあるご質問

畜産リノベ資金

Q

A

貸付けはいつでも受けられるのですか？

５月末、８月末、１１月末及び翌年２月末の計４回を貸付日としています。ただし、状況

に応じ、別途貸付日を定めることもありますので、まずは農協等金融機関にご相談く

ださい。

Q

A

どのような借入金が借換対象になりますか？

畜産経営の借入金のうち、その年の返済金額の不足分が借換対象となります。なお、

事業対象期間の最終年度（直近では令和9年度）に、一定の条件の下で残高一括借換

も可能となります。

Q

A

畜産リノベ資金を借り入れたことで、

必要な新規投資ができなくなることが心配です。

資金借入後も、審査委員会で、新規投資の妥当性や経営改善効果を検証し、真に経営

改善に必要と判断される投資は認めています。

［ これまでに認められた新規投資の例 ］

⚫ トラクター、飼料生産機械等、経営再建に必要不可欠な機械の導入

⚫ 畜舎の補改修

⚫ 費用対効果を勘案した上での発情発見装置の導入 等

Q

A

経営改善計画の様式には、家計費を記述する欄があります。

家計費についても指導を受けなければならないのですか？

経営改善計画では、家計費を含む収支のバランスや、将来のライフイベントが考慮さ

れているかの確認を行いますが、家計の細かな支出の管理・指導までは目的としてお

りません。
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